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Martinデコーダについて： 動いていません
• Martinデコーダは6月20日ごろアップデート

されました。
• イベント内の複数BCO_FULL問題を解決するため

のアップデート。
• 複数BCO_FULLはなくなったが、本質的には解決して

いない。
• 問題点

• Eventをまたぐヒットをひとまとめに取り扱うことがで
きない。

• 予想どうりの動作だった。
• つじつまが合わないヒットは削除(とあるBCO_FULLが

全部ないこともある)。
• Martinデコーダ(PHENIX時代から)は、Event内に

Packetが全て含まれていることを想定しているため、
現状のソフトウェア構造では、どうにもできない。

• Raulも同様の認識。 これは対策するリストに入ってい
るとのこと。
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問題点の予想

• 上の例ではBCO1のデータは、2つのパケットにまたがっているが、Event1に収まっている
のでデコードができている。

• しかし、BCO2, BCO3のデータは、Event1, Event2にまたがっている。 このケースがデ
コードできていないように見える

• Takashi’s デコーダをこのケースにも対応している。

• デコードソフトウェアは構造的にEventを跨ぐデータうまく管理することができない。で
デコード処理＝Eventの中のPacketを処理すること。具体的には以下

1. Eventを取得   Event* evt = eventItr->getNextEvent()
2. Event内のPacketを取得し、デコード   Packet *p = e->getPacket(3001); p->iValue()
3. Eventを廃棄し、イベントでデコード終了  delete p; delete e

• Takashi’ｓデコーダでは、BCOのデータがそろうまでEventを先読みを行っている。これ
により、複数のEvent内のデータをまとめている。
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MODEBITの設定について
• GL1_GTMコマンドによるMODEBITの設定

• # gtm_load_modebits 3 intt.scheduler

• 1行の単位: 120バンチのどこで何をするかを指定している
• index : command = index=0~119, command=いろいろ
• 79:0x35 → 79バンチ目で0x35(FelixReset)をしている

• 実装方法
• プログラム内の“ある変数=vGTM”に設定するとGTMに反映する。

• Memory-Mapped IO法：物理メモリ(のアドレス)とFPGA内のレジ
スタが一致させてある

# modegrp repeat jump target modebitfile
0          0    0    0     0:0x33;79:0x35;100:0x36
1          0    0    0
2          0    0    0
3          0    0    0
4          0    1    3

スケジューラファイル(INTT.scheduler)

1行目, 0x33=FPHX reset, 0x35=FELIX reset, 0x36=?
2行目以降 何もしていない。
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Time-INについての考察
• 現在Modebitでタイミングを調

整している。
• FELIX resetでFELIX-BCOカウン

タとFPHX-BCOを一致させてい
る。

• MODEBITとNcollisionの組み合
わせで銅とでも調整できそう。

• 測定すると、Ncollision=127の
とき、予想外の結果になってい
るとのこと。

• L1Delayを調整するべきでは？
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INTT1が暴走して大量のデータを収集する問題を検討
Run11927でゼロヒットイベントの数を数える

• BCO_FULL数=イベント
数は度のラダーでも一致。

• 他のFELIXとも一致

• 2つのROCでゼロ比が大
きく異なる

• ROC0～0.1、
• ROC2～0.5

• トリガーレスで走ってい
るわけではなく、ヒット
が多いだけに見える
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: Run11927
Intt0: データがとれていない。 Intt2: 0.1～0.3
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